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営繭状況を観察可能な可視化まぶしの開発表 題

学校で行われているカイコの飼育用教材。小規模な環境下でのカイコ飼育用資材適用製品

従来の「まぶし」では，カイコが糸を吐く際の様子を観察することができなかった。これは

糸を吐く際に新聞紙などでまぶしを覆う必要があったためである。本発明では可視化で

き，かつリサイクル可能な資材の作成を目的としている。

目 的

従来用いられてきた「まぶし」はカイコを個別に隔離して繭を作らせるための仕切りがあっ
た。そのため，導入できる個体数は「まぶし」の穴の個数を上限として決められていた。ま
たカイコが逃走しないようにするため高所に掲げてあったり，新聞紙などで覆いを作る必
要があり，中を観察することができなかった。これらのものは専用の製品を用いる必要が
あった。現在，国内養蚕業の衰退に伴い，「まぶし」は製造されていない。また「まぶし」
は養蚕業の歴史的な背景から文化財としての価値が認められている。そのため限られた
「まぶし」を使用し続ければ、文化財の損失につながる。
本発明の「可視化波形まぶし」は既に市販されている資材を加工して作成されたもので
あるため，素材の調達が容易である。また繰り返し利用できるため，労働コストの割に販
売コストが安いといわれる養蚕におけるコストの削減も可能となる。さらに小中学校で教
材として扱われるカイコの飼育では，繭の作成状況が観察できるため，教育的な効果が
非常に高い。
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